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根室市 春国岱 原生野鳥公園 ネイチャーセンター

ネイチャーセンターだより
ヤマブキショウマ（山吹升麻）新・いきもの図鑑

【参考文献】
・高橋勝雄．2017．野草の名前 [ 夏 ]．山と渓谷社．
・フリー百科事典『ウィキペディア (Wikipedia)』ヤマブキショウマ／
ショウマ（植物の名） 2022 年 6 月 29 日閲覧

　6月下旬から 8月に原野や道ぞいに咲く高さ 30 ～ 1ｍ
ほどのバラ科の植物で、自然学習林でも見られます。ヒ
オウギアヤメとならぶ、根室の夏を代表する植物です。
　その名前は、葉がヤマブキに、根茎（地下にある根の
ように見える茎のかたまり）が「ショウマ（升麻）」に
似ていることから来ているそうです。ショウマは、サラ
シナショウマ（キンポウゲ科）の根茎を生薬として用い
る時の名で、ショウマとつく日本産の植物は他に 10 種
類以上もあります。キンポウゲ科、バラ科、ユキノシタ
科など、類縁関係はばらばらなのに、太い根茎があって、
葉が細かく分かれており、1本の茎の先にごく小さい白っ
ぽい花が群がってつく、といった共通の特徴を持ってい
ます。他人の空似、というやつですね。

7 月下旬、木橋開通予定です！
　2021 年 2月より木橋損壊につき通行止めとなっていた、
春国岱のキタキツネコース・アカエゾマツコースですが、
7月下旬に開通見込みです。日程が確定次第、ネイチャー
センターホームページやFacebookにてお知らせいたします。
今しばらくお待ちくださいませ。

　木橋周辺の泥炭地にはエゾハコベやオオシバナなどの塩分
を含んだ地に特有の植物を見ることができ、キタキツネコー
スでは、立ち枯れたアカエゾマツやトドマツの独特な風景を
間近で見ることができます。アカエゾマツコースは、第三浜
提のアカエゾマツの森の際まで進める道です。ルリビタキな
どの森林の小鳥の鳴き声のほか、運が良ければ天然記念物ク
マゲラの声を聞くこともできるかもしれません。

エゾハコベ

立ち枯れたトドマツ
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作業路（春国岱上は車両進入禁止）
観察路（小鳥の小道1.4km、約30分）観察路（ヒバリコース1.2km、約25分）

観察路（ハマナスコース1.4km、約30分）

観察路（アカエゾマツコース0.5km、約15分）
観察路（キタキツネコース0.8km、約20分） 根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター（入館無料）

東梅野鳥観察舎（東梅ハイド）

Ｐ

Ｐ

エゾシカ

ヒバリコースは木道の一部が破損しているため、
海岸沿いに迂回路を設置しております。ご理解の
ほどよろしくお願いいたします。

キタキツネ・アカエゾマツコースは 7月下
旬に開通予定です！詳しくは前ページ
「NEWS」をご覧ください。

ハマナス

春国岱湾

自然学習林では夏鳥たちのさえずりは終盤。
巣立った幼鳥の姿が見られ始めます。

ヒバリ

タンチョウ

シジュウカラ

オジロワシ ヒガラ
アオサギ

凡例
◎ ぜったい見られる（と思う）
○ ちょっと気をつければ見られる
＋ よーく気をつければ見られる
・  めったに見られない

　7月の見どころ予報

オジロワシ

タンチョウ 〇

アオサギ ○
春国岱湾や根室湾の浅瀬で、魚をとらえる姿を見ることができます。
多いときは100羽近くが集まります。体の大きな鳥なので、観察もしやすいです。

春国岱

野鳥
（森）

さえずりは盛んではなくなりますが、ルリビタキ、ミソサザイ、ヒガラなどの森林の小鳥の
鳴き声を聞くことができるでしょう。運が良ければクマゲラの声を聞ける可能性も。

野鳥
（草原）

ヒバリやシマセンニュウ、マキノセンニュウ、ノビタキのさえずりを聞くことができます。
巣立った幼鳥と出会うこともあるでしょう。

花

自然
学習林

野鳥
小鳥たちのさえずりはあまり聞かれなくなります。ハシブトガラ、センダイムシクイ、
ゴジュウカラ、ヒガラ、エナガなどが見られ、巣立った幼鳥と出会うことも。

花
チシマアザミ、シコタンキンポウゲ、オオハナウド、エゾフウロが開花、花盛り。
中旬から下旬にかけてクサフジ、キツリフネも開花します。

〇

春国岱周辺の干潟や湿地で採食している様子や休んでいる様子が見られます。
ヒナを連れた親鳥は警戒心が強い時期なので、動きをとめてこちらを見ていたり、
首を伸ばして周囲を見ている場合は離れるようにしてください。

シギ・チドリ類 ＋
下旬から、子育てを終えたキアシシギやキョウジョシギなどのシギ・チドリ類が
渡ってきます。春国岱湾や根室湾の干潟で採食している様子が観察できます。

干潮前後に、干潟や消波ブロックに降りている姿が見られます。風蓮湖や
春国岱上空を飛んでいることもあるので、上空もチェックしてみましょう。

ハマナスは7月中旬まで。木橋周辺ではエゾハコベ、ウミミドリが見ごろです。
ヒバリコース周辺では、中旬以降にウンランやエゾオグルマが開花します。



　

　

日本生命株式会社労働組合さんと
春国岱海岸清掃・オニハマダイコン除去作業を行いました
　6月 10 日に日本生命株式会社労働組合の方 10 名が、ボランティア活動として春
国岱の海岸清掃と、外来種オニハマダイコンの除去作業を行ってくださいました。
オニハマダイコンは北アメリカ原産のアブラナ科の植物で、砂浜に生育する在来植
物の生育に影響を及ぼす恐れがあるとされています。春国岱でも移入が確認されて
から、数年のうちにどんどんと増え、春国岱先端から付け根まで広がってしまった
ため、除去を行っています。
　日本生命労働組合さんによる活動は 2014 年より毎年行われており、今回で 10
回目となりました。2時間半ほど、春国岱のヒバリコース・ハマナスコースの海岸
沿いを歩き、10 人で 45L ごみ袋 28 個ものごみを回収しました。ごみの内容は、ペッ
トボトルや缶ごみ、食品包装のほか、漁具も多くありました。
　海洋プラスチックごみは海に生きる生きものに悪影響を及ぼすとされ、近年、世
界中で課題となっています。2050 年には海にいる生きものより、海にあるプラス
チックごみの量が上回るという衝撃的な予測もされています。ラムサール条約湿地
という国際的に重要な場所とされている春国岱。海洋ごみを減らし、世界に誇れる
場所として残していきたいですね。

オニハマダイコン

回収されたごみとオニハマダイコン

　　　　　　～海洋ごみの削減のために私たちにできること～

★ごみはポイ捨てせず、 持ち帰ろう。

★水筒やマイバッグを持ち歩くなど、 できるところから使い捨てプラスチックの使用を

　 減らそう。

★根室市はごみの分別が細かくされています。 リサイクルできるものはきれいにして

　 資源ごみへ。

海岸清掃の様子

【参考文献】
・北海道ブルーリスト 2010.
・助野実樹郎・小畑貴博 .2012. 北方山草 29
・2016 世界経済フォーラム（ダボズ会議）

　5月 23 日に春国岱湾に現れた季節はずれの 3羽のオオ
ハクチョウ。その後、6月 22 日～ 26 日には 1羽が現れ
ており、他に 6月 20 日に温根沼でもオオハクチョウらし
き 2羽のハクチョウの姿を見ています。やはり、繁殖地
に帰りそびれてしまったようです。
　さて、本当ならオオハクチョウが今頃、子育てをして
いるはずの土地は、次のうちどのあたりでしょうか？

   しゅん    くに       たい

答えはウラのページ

①　北極海のまわりの森林のない荒野（ツンドラ地帯）
②　ツンドラ地帯の南の森林地帯（タイガ）
③　オーストラリア

※写真は 2021 年 11 月 4日に春国岱湾で観察された
オオハクチョウの家族
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クイズのこたえ　答　②。　①はオオハクチョウより少し小さいコハクチョウの繁殖地で、より北の方で繁殖します。③は黒いハクチョウである
コクチョウの繁殖地です。参考文献：渡辺朝一．2010．生態図鑑 コハクチョウ．　神山和夫．2015．生態図鑑 オオハクチョウ．

♪春国岱ネイチャーセンターのイベント情報♪

◆7/31   海辺の生きものと遊ぼう！
ネイチャーセンターの前浜の干潟で、海辺の生き物を観察しよう！

　◇開  催  日：2022 年 7月 31 日（日）9：00 ～ 12：00　【雨天時は中止】
　◇集合場所：春国岱ネイチャーセンター
　◇対　　象：3歳以上（小学生以下は保護者の方がご同伴ください）
　◇定　　員：20 名（先着順）　
　◇参  加  費：100 円（保険代含む。当日お支払い）
　◇持  ち  物：ぬれてよいスニーカーまたは長靴（危険防止のため、かかとのないサンダルは不可）、
　　　　　　　すべり止めのついた軍手、日焼け止め・虫よけ薬、帽子、飲み物、着替え、タオル、筆記用具、マスク。
　◇申込方法：メール、電話または来館時に直接。
　　　　　　　①参加者全員の氏名（小学生以下の方は年齢・学年も）、②お電話番号　をお知らせください。
                        　〆切：7月 29 日（金）17：00
　                   　　Tel：0153-25-3047　／　E-mail：nemu_nc@marimo.or.jp

★新型コロナウイルス対策のため、ご参加の際に、参加申込確認書で当日から 2週間以内までの健康状態等について確認させ
　ていただきます。また、行事を中止させていただく場合もありますので、あらかじめご了承ください。

参加申し込み受付中！

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター（入館無料）
〒086-0074　北海道根室市東梅 103 番地
TEL：0153-25-3047　　FAX：0153-25-8570
Eﾒｰﾙ：nemu_nc＠marimo.or.jp
HP　http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html
Facebook　https://www.facebook.com/shunkunitai/

◆休館日： （開館時間 9：00 ～ 17：00）
　7月 6・13・19・20・27 日　　8月 3・10・12・17・24・31 日
◆団体でご利用の方へ　（事前予約制）
　自然観察の案内や室内でのレクチャーなどのプログラムをご利用いただけます。 

フィールドマナーを守って
自然や生きものが安心して暮らせるように…
　●春国岱の駐車場から奥は、一般車両の乗り
　　入れは法律で禁止されています
　●観察路からはずれないようにしてください
　●動植物の採取や捕獲はしないでください
　●ゴミはお持ち帰りください
　●所定の場所での喫煙にご協力ください
　●キタキツネやエゾシカ、野鳥など野生動物
　　の生息地です。またマダニも多く生息して
　　います。ペットを持ち込んだり、放したり
　　することはご遠慮ください

ボランティア『スンク』募集中︕　

　春国岱ネイチャーセンターでは、施設ボランティア
グループ『スンク』で活動してくださる方を随時募集
しています。
　『スンク』は、ネイチャーセンター周辺の自然を自ら
が楽しみ、環境保全について学び行動することを目的
として活動しています。月に1回（基本的に第3火曜日）
の定例会で、自然学習林の巡回や道標・樹名板などの
管理を行ったり、市民向けのイベントを企画したりし
ています。熱いながらもゆるい楽しい集まりです。
　ボランティアに興味のある方、定例会の見学ご希望
の方は、ネイチャーセンターまでお問合せください。

◆対象：18 歳以上
◆年会費（ボランティア保険料含む）：1,000 円

ラムサール条約湿地

風蓮湖・春国岱

2005 年 11 月 登録　


